
Title 慶應義塾大学法学部-サンパウロ大学法学部 学術交流協定二〇周年記
念行事に際しての講演及びシンポジウム報告を連載するにあたって

Sub Title
Author 宮島, 司(Miyajima, Tsukasa)

Publisher 慶應義塾大学法学研究会
Publication

year
1999

Jtitle 法學研究 : 法律・政治・社会 (Journal of law, politics, and
sociology). Vol.72, No.10 (1999. 10) ,p.1- 5 

JaLC DOI
Abstract
Notes
Genre Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN00224504-19991028-0001

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


慶鷹義塾大学法学部一サンパウロ大学法学部　学術交流協定二〇周年記念行事に

際しての講演及びシンポジウム報告を連載するにあたって

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
ー
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
法
学
部

学
術
交
流
協
定
二
〇
周
年
記
念
行
事
に
際
し
て
の
講
演

　
　
及
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
を
連
載
す
る
に
あ
た
っ
て

宮

島

司

　
次
に
掲
載
す
る
論
説
は
、
本
年
（
平
成
二
年
）
七
月
八
日
、
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
北
新
館
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学

法
学
部
長
フ
ェ
レ
イ
ラ
教
授
の
講
演
録
を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
講
演
は
、
本
年
が
、
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
と
サ
ン
パ
ウ

ロ
大
学
法
学
部
の
間
の
学
術
交
流
協
定
締
結
二
〇
周
年
に
あ
た
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
記
念
行
事
の
ひ
と
つ
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

　
七
月
八
日
及
び
九
日
の
両
日
に
わ
た
る
学
術
交
流
協
定
二
〇
周
年
記
念
行
事
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
法
学
部
の
池
田
真
朗

教
授
が
三
田
評
論
一
〇
一
六
号
に
お
い
て
「
『
日
本
と
ブ
ラ
ジ
ル
の
法
と
社
会
』
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て
」
と
題
し
て
詳
細
に

紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
そ
こ
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
「
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
と
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
法
学
部
と
の
間
の
学
術
交
流
協

定
」
締
結
二
〇
周
年
を
振
り
返
っ
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
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昭
和
四
八
年

昭
和
五
二
年

昭
和
五
二
年
一
二
月

昭
和
五
四
年
五
月

昭
和
五
六
年
五
月

サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
総
長
か
ら
本
塾
長
宛
に
大
学
間
学
術
交
流
に
関
す
る
正
式
打
診
。

当
時
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
法
学
部
助
教
授
・
同
州
最
高
裁
判
所
判
事
カ
ズ
オ
・
ワ
タ
ナ
ベ
氏
か
ら
、

外
務
省
の
鈴
木
康
之
領
事
を
通
じ
、
本
塾
法
学
部
と
の
間
の
学
術
交
流
の
打
診
。
鈴
木
領
事
は
、

友
人
で
あ
り
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
法
学
部
で
の
研
究
生
活
の
経
験
の
あ
る
須
藤
次
郎
本
塾
法
学
部

助
教
授
に
ワ
タ
ナ
ベ
氏
の
意
向
を
伝
え
る
。
須
藤
助
教
授
は
、
伊
東
乾
教
授
お
よ
び
十
時
厳
周
教

授
と
相
談
の
上
、
こ
の
三
者
を
中
心
と
し
て
具
体
的
に
動
き
出
す
こ
と
と
す
る
。

ワ
タ
ナ
ベ
助
教
授
と
本
塾
法
学
部
と
の
最
初
の
会
談
が
行
わ
れ
、
学
術
協
定
締
結
に
向
け
て
相
互

に
努
力
す
る
旨
の
確
認
が
な
さ
れ
る
。

サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
法
学
部
の
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ブ
ザ
イ
ド
教
授
、
セ
ル
ソ
・
ネ
；
ベ
ス
教
授
、
カ

ズ
オ
・
ワ
タ
ナ
ベ
助
教
授
を
招
待
し
、
提
携
の
約
束
が
「
協
定
案
」
と
し
て
定
め
ら
れ
る
。

両
大
学
内
に
お
け
る
教
授
会
等
で
の
承
認
の
後
、
両
大
学
法
学
部
間
に
お
い
て
正
式
に
締
結
さ
れ

る
。★

「
協
定
案
」
お
よ
び
「
協
定
」
の
内
容
は
、
ネ
ル
ソ
ン
・
ハ
ラ
ダ
「
ブ
ラ
ジ
ル
法
、
と
く
に
訴

訟
法
の
形
成
お
よ
び
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
の
裁
判
組
織
に
つ
い
て
の
覚
書
」
（
法
学
研
究
六
一
巻
二

号
）
に
つ
い
て
の
本
塾
法
学
部
森
征
一
教
授
の
「
解
題
」
に
前
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
し
て
、
学
術
交
流
協
定
が
正
式
に
締
結
さ
れ
、
協
定
の
趣
旨
に
従
い
、
書
籍
、
雑
誌
お
よ
び
出
版
物
の
交
換
、

院
、
学
部
レ
ベ
ル
の
学
生
の
相
互
受
け
入
れ
が
直
ち
に
実
行
さ
れ
、
教
授
お
よ
び
研
究
者
の
レ
ベ
ル
で
の
講
演
会
、
研
究
会
、

講大
義学
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な
ど
の
実
施
も
着
々
と
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
具
体
的
に
は
、
本
塾
か
ら
は
、
十
時
厳
周
教
授
、
宮
沢
浩
一
教
授
が
サ
ン
パ
ゥ
ロ
大
学
で
講
演
を
行
う
な
ど
、
ま
た
昭
和
五
九
年

に
は
、
森
征
一
教
授
が
、
一
年
間
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
に
お
い
て
客
員
教
授
を
勤
め
ら
れ
、
授
業
や
講
演
会
を
行
っ
た
。
森
教
授
の

在
伯
中
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
側
で
は
、
協
定
の
精
神
に
沿
っ
て
「
日
伯
比
較
法
学
会
」
を
設
立
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
森
教
授
は
、
帰
国

後
、
こ
う
し
た
ブ
ラ
ジ
ル
側
の
誠
意
に
応
え
る
べ
く
、
「
日
本
・
ブ
ラ
ジ
ル
比
較
法
研
究
会
」
を
設
立
さ
れ
る
。
そ
の
後
も
、
宮
島

が
八
ヵ
月
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
に
お
い
て
客
員
教
授
を
勤
め
、
さ
ら
に
宮
沢
教
授
、
金
子
晃
教
授
、
人
見
康
子
教
授
、
池
田
教
授
な
ど

が
在
伯
の
折
に
講
演
会
を
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
着
々
と
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
側
と
の
交
流
に
成
果
を
あ
げ
て
き
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ

の
最
大
の
成
果
と
し
て
結
実
し
た
も
の
が
、
法
学
部
に
お
い
て
正
式
の
外
国
法
と
し
て
の
単
位
を
認
め
ら
れ
た
「
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ

カ
法
」
の
講
座
の
誕
生
で
あ
る
。
毎
年
二
〇
〇
名
以
上
の
履
修
者
を
集
め
る
人
気
講
座
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
側
か
ら
も
、
正
規
の
大
学
院
生
の
派
遣
（
一
名
は
慶
鷹
義
塾
大
学
よ
り
博
士
の
学
位
授
与
、
一
名
は
現
在
学

位
論
文
審
査
中
）
、
数
度
に
わ
た
る
研
究
者
一
行
の
来
日
と
そ
の
際
の
研
究
会
開
催
（
第
一
回
目
が
前
述
の
ハ
ナ
ダ
判
事
の
講
演
で
あ

る
）
、
来
日
の
折
の
個
別
講
演
会
（
カ
ズ
オ
・
ワ
タ
ナ
ベ
「
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
環
境
法
に
つ
い
て
」
法
学
研
究
七
二
巻
六
号
）
、
マ
サ

ト
・
ニ
ノ
ミ
ヤ
教
授
の
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
法
へ
の
出
講
（
非
常
勤
講
師
と
し
て
毎
年
授
業
を
担
当
）
な
ど
、
積
極
的
な
交
流
が
な
さ

れ
て
い
る
。

　
今
回
の
二
〇
周
年
記
念
行
事
は
、
い
わ
ば
こ
れ
ま
で
の
二
〇
年
の
学
術
交
流
の
集
大
成
で
あ
る
と
と
も
に
、
将
来
に
向
か
っ
て
の

新
た
な
一
歩
を
記
念
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
今
回
行
わ
れ
た
記
念
講
演
お
よ
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
報
告
に
つ
い
て
は
、

法
学
部
の
機
関
誌
で
あ
る
こ
の
法
学
研
究
に
研
究
の
成
果
を
発
表
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
第
一
弾
が
本
稿

で
あ
る
。
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慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
一
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
法
学
部
　
学
術
交
流
協
定
二
〇
周
年
記
念
行
事

〈
記
念
講
演
〉

イ
ベ
ッ
チ
・
S
・
フ
ェ
レ
イ
ラ
（
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
法
学
部
長
）
「
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
環
境
保
護
に
つ
い
て
」

森
征
一
（
慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
）
「
慶
慮
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
交
流
協
定
二
十
年
史
」

二
宮
正
人
（
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
法
学
部
教
授
）
「
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
九
十
年
の
歴
史
と
本
協
定
」

〈
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〉

第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
家
族
制
度
の
比
較
－
離
婚
を
中
心
に
」

オ
オ
ハ
ラ
（
弁
護
士
）
「
ブ
ラ
ジ
ル
の
法
律
に
お
け
る
離
別
と
離
婚
」

犬
伏
由
子
（
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
）
「
日
本
法
に
お
け
る
離
婚
お
よ
び
法
改
正
の
方
向
」

第
ニ
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
登
記
制
度
の
比
較
－
公
証
制
度
を
中
心
に
」

シ
ク
タ
（
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
民
事
控
訴
院
判
事
）
「
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
公
証
お
よ
び
登
記
制
度
」

七
戸
克
彦
（
慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
）
「
日
本
に
お
け
る
公
証
制
度
と
登
記
法
」

第
三
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
医
事
法
の
比
較
－
臓
器
提
供
・
移
植
問
題
を
中
心
に
」

ベ
シ
ャ
ー
ラ
（
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
医
学
部
教
授
兼
法
学
部
教
授
）
「
臓
器
お
よ
び
組
織
の
提
供
と
移
植
ー
ブ
ラ
ジ
ル
の
経
験
と
法
的
進
展

　
　
に
つ
い
て
」

古
川
俊
治
（
慶
鷹
義
塾
大
学
医
学
部
教
授
兼
弁
護
士
）
「
日
本
に
お
け
る
臓
器
移
植
」
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第
四
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
刑
事
法
の
比
較
－
矯
正
制
度
を
中
心
に
」

ニ
シ
（
サ
ン
パ
ウ
ロ
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
法
学
部
教
授
兼
判
事
）
「
監
獄
制
度
の
危
機
と
代
替
刑
に
つ
い
て
」

加
藤
久
雄
（
慶
磨
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
）
「
触
法
精
神
障
害
者
処
遇
論
の
現
代
的
課
題
1
と
く
に
、
人
格
障
害
犯
罪
者
に
対
す
る
刑
事

　
　
制
裁
上
の
対
応
を
中
心
に
し
て
」

第
五
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
国
際
取
引
法
の
比
較
－
工
業
所
有
権
関
係
協
定
を
中
心
に
」

シ
ル
ベ
イ
ラ
（
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
法
学
部
教
授
）
「
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
T
R
I
P
S
協
定
（
知
的
所
有
権
の
貿
易
関
連
側
面
に
関
す
る
協

　
　
定
）
の
適
用
に
つ
い
て
」

田
村
次
朗
（
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
）
「
T
R
I
P
S
協
定
に
お
け
る
並
行
輸
入
問
題
」
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